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使用説明書をお読みになり、安全に使用・保管してください。

ご注意

・ 機器は慎重に取り扱ってください。揺れ・衝撃・落下は、たとえ高さが低くても
　 機器を損傷する可能性があります。

・ 機器を直射日光、熱源、過度の湿度、または腐食性環境にさらさないでください。
・ 機器を水やその他の液体に絶対に浸さないでください。
・ 水やその他の液体に落ちた場合は、機器を使用しないでください。
・ 損傷の兆候がある場合は、機器を使用しないでください。
・ お風呂場で機器を使用しないでください。
・ 補充タンクに可燃性の液体や腐食性のある化学薬品を決して入れないでください。
・ 電池収納部がしっかり閉まっていることを確認してください。
・ 単三アルカリ電池のみを使用してください。（充電式使用可）
・ 電池はの同じメーカーの物を4本使用し、混ぜないでください。
・ 古い電池と新しい電池を混ぜないでください。
・ プラス、マイナスに注意し正しく挿入してください。

・ 電池の液漏れや故障を防ぐために長期間使用しない場合は、電池を取り外して
　 保管してください。

・ スプレー口を手などでふさがないでください。

・ 液体石鹸が入っている機器を逆さまにしないでください。

・ 液体石鹸が不足しそうになったときは適時追加してください。機器を約２週間以上
　 使用しない場合は、スプレー口が詰まるのを避けるために内部の液体石鹸を捨て、
    水を補充し、スプレー口を洗浄するために10～20回水で使用してください。

・ 機器を掃除するときは、濡れたタオルで表面を拭いてください。
　 故障を避けるために、機器を水に浸したりはしないでください。
・ 電池が切れそうになると、ライトインジケーターが赤色に変わりますので、
　 新しい電池に交換してください。
・ 機器の電源を切る必要はありません。自動でスタンバイ状態になります。

ご使用可能なハンドソープ
この機器は、発泡ハンドソープに適しており、水で希釈することなくご使用いただけ
ます。液体ハンドソープの場合は種類により、水を2～8倍の割合で追加し、均一に
攪拌(かくはん)する事でご使用いただけます。液体ハンドソープをそのまま使用する
事は、機器の故障を引き起こすため、お止めください。



ライトインジケーター
ハンドソープ排出口

センサー

電池ボックス

※単三電池4本（未付属）が必要です。

ハンドソープタンク

1

電池ボックスのカバーを外し、電池の極性（+/－）を確認して
4本の単三アルカリ電池を正しく挿入します。
※他の種類の電池、メーカーが異なる電池は使用しないでください。
カバーを取り付けます。



2

タンクにハンドソープを注ぎ、時計回りに静かに回転させてしっかりと閉めます。
ハンドソープが入れづらい場合は付属の漏斗をお使いください。

3

オフ
オン

回転式スイッチ：頭を回転させてオンまたはオフにします。

機器をオンにすると、ライトインジケーターが白く点灯します。
注：電池残量が少なくなると、ライトインジケーターが赤く点灯します。


